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＜連絡事項＞

・栄養管理室より、BMIを計算する為の身長測定は、1/10(水)、11(木)　16時→11(木)、12（金）

16時に実施予定日が変更になるとのことです。

・今まで時間隔離の場合は、青箋への記載はしていませんでしたが、リーダーは、時間隔離中、毎日医師へ青箋に状態など記載をしてもらうようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・和田　昌様～夜間の睡眠確保でき、多弁さや叫ぶ事はみられず、症状鎮静好転化の為、主治

医より、本日10時、終日隔離から時間隔離（21：00～8：00）へ変更となって

います。退室後は、落ち着いて過ごされ、喫煙要求以外の訴えはなく、他者と

も適度に交流をもたれています。現在、臥床がちであり、うつ状態となること

も考えられるので症状の変化の観察をし、適宜、面談時間を設け、自分を責め

たりしないように配慮をしながら、終日隔離に至ったことについての振り返り

を促し、早い段階で隔離解除になるよう介入していきましょう。自殺企図にも

注意していきましょう。主治医より、1日4回の喫煙は許可になっています。

・中川原　義雄様～若干の気分高揚あるが、多弁さや大声で叫ぶ事なく、睡眠もとれて来ている為、主治医の指示にて本日10時より、終日隔離から時間隔離（21：00～8：00）へ変更となっています。退室後は、他者への干渉やトラブルなく、落ち着いて過ごす事出来ています。他者とのトラブルや症状変化に注意し、落ち着いて過ごせるよう介入していきましょう。落ち着いた生活が出来た時は評価し、自分を責めたりしないように配慮をしながら、終日隔離に至ったことについての振り返りを促していきましょう。また、主治医より、1日4回の喫煙は許可になっています。

・倉舘　昌雄様～主治医との診察時、来週で3ヶ月になる、入院した時に3ヶ月ということだ

ったがどうなのかと話し、主治医より退院してみても良いのではないかとの

話がありました。

本日、妹様が洗濯物を取りに来る予定とのことで待っていたが、来院しな

かったため、本日、準夜にて御家族へ電話をし、上記についての経過を伝え、面談をして頂きたいことを話しています。御家族は、急な話で驚いている様子で家族で話し合いをしてから面談の具体的な日付や時間を決めて電話するとの事です。

・澤田　正人様～血糖値の不安定さみられています。主治医より、糖尿病に関する指示は三上Drから受けるよう指示ありました。

三上Drより、インスリンは朝食前にノボリンRを10Eのみで経過観察をしたいとのこと、本日は、昼食前血糖176mg/dl　三上先生に報告しノボリンR10Eの指示があり、施行しています。低血糖時は20%グルコ－ス40ml静脈注射の指示は継続、特に低血糖症状に注意するよう指示ありました。低血糖症状が疑われる時は、随時、血糖値チェックをし、必要であれば医師へ報告するよう指示がありました。

また、本日、家族面談後、11日14時から16時の間での退院予定となっています。退院療養検討会議は、1月10日のカンファレンスで行ないます。

・高間木　八男様～右手首から手背にかけての腫脹・内出血見られ、主治医報告にて右手首レントゲン施行の指示あり、施行しています。骨折の所見はないとのことで、アスモロール100ｇ処方となっています。

＜皮膚科診察情報＞

・高橋　礼子様～右大転子部の褥瘡浸出液がみられ、悪化してきています。アクトシン軟膏塗布後、ラップ保護の指示が継続で出ています。

・吉田　光良様～右膝部の擦過傷：ｱｽﾞｸﾛ塗布は良くなったとのことで止めとなっています。

・高間木　八男様～両膝に擦過傷あり、アズクロ塗布の指示が出ています。













